
．潔醗・灘要

難

鍵f

撫鐵一
　i灘翻
灘鰹

　　　灘

垂

NO．466
平成9年6月10日

秋の収穫を楽しみに
　　　　　　　　　　　　学校田で田植えの作業

〒948－01　新潟県中魚沼郡川西町大字水口沢12番地TELO257－68－3111FAXO257－68－3828
発行　町長南雲春雄　　編集　総務課文書広報係　印刷白南風社　（毎月10日発行）

人ロの動き
　　6月1日現在
男4，241（一3）
女4，329（十1）
計8，570（一2）
世帯数2，261（十1）

　（）は前月比較



めてみませんか
で体力つくり

日から

近な運
体力がなくなったり、体が固くなったり　　こんな自覚症状があるとしたら、もしかし

て運動不足ではありませんか。体は動かさなければ、どんどん衰えていってしまいます。

健康を維持し、いつまでも若々しくいるためには、日ころからの適度な運動が必要です。

●
運
動
不
足
は
成
人
病
を
招
く

　
運
動
不
足
は
体
力
が
衰
え
る
だ
け
で

な
く
、
高
血
圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
い
っ
た
成
人
病
の
危
険
因
子
を
つ
く

り
や
す
く
し
ま
す
。

　
こ
の
危
険
因
子
は
、
特
に
肥
満
の
人

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
高
血
圧
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
病

気
は
、
肥
満
の
人
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
共
通

し
て
い
る
の
が
運
動
不
足
な
の
で
す
。

　
成
人
病
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
肥

満
に
な
ら
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
肥
満

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
適
度
な
運
動
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。

●
一
番
身
近
な
健
康
維
持
法

　
肥
満
を
予
防
し
、
健
康
を
維
持
す
る

た
め
の
運
動
と
し
て
は
有
酸
素
運
動

識・

（
肺
に
吸
い
込
ま
れ
た
酸
素
を
利
用
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
焼
さ
せ
る
運
動
）

が
効
果
的
。
少
な
く
て
も
週
二
回
く
ら

い
を
習
慣
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
で
も
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
心

配
な
人
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
お
す

す
め
で
す
。
歩
く
こ
と
な
ら
、
日
常
的

に
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
肩
の
力
を
抜
い

て
大
き
く
呼
吸
す
る
②
大
き
な
歩
幅
で

③
か
か
と
か
ら
着
地
す
る
こ
と
。
よ
り

快
適
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め

に
は
、
靴
選
び
も
大
事
。
軟
ら
か
く
て

滑
り
に
く
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
や

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
が
適
し
て
い
ま
す
。

　
始
め
る
前
に
は
、
ま
ず
ウ
ォ
ー
ム
ア

ッ
プ
を
。
肩
や
足
首
、
ひ
ざ
の
関
節
を

回
し
て
体
を
温
め
ま
す
。
運
動
後
は
ゆ

っ
く
り
歩
き
な
が
ら
、
心
拍
数
を
徐
々

に
も
と
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
適
当

岸段丘ウォークで

な
速
さ
で
で
き
る
の
で
、

体
重
の
多
い
人
や
お
年
寄

り
、
体
力
に
自
信
の
な
い

人
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

最
初
の
目
標
は
二
十
分
（
距

　
　
　
　
　
・
五
旨
脚
）
。

今年4月に実施された

木落の信濃川べりを歩

し一か　 で距
よ歩らさす離
うを健あ　oをl
o踏康　’　伸
　みづさ　　ば
　出くつ　せ1
　しりそ　　ば’
　てへく　　よ
　みの今　 い；
　ま第日　の

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　
去
る
四
月
、
町
議
の
皆
様
に
誘
わ
れ

て
、
中
国
の
北
京
と
上
海
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ー
ス

は
八
年
ぶ
り
で
す
の
で
、
中
国
事
情
を

知
る
た
め
に
も
興
味
深
い
旅
行
で
し
た
。

　
北
京
は
首
都
で
、
政
治
の
中
心
地
で

あ
り
、
史
書
に
見
る
三
千
年
の
歴
史
の

都
で
も
あ
り
ま
す
。
天
安
門
広
場
、
故

宮
、
八
達
嶺
の
万
里
の
長
城
、
明
の
十

三
陵
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
壮
大
な

建
造
物
や
豊
富
な
資
料
な
ど
、
北
京
の

都
市
全
体
が
大
き
な
博
物
館
で
あ
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
旅
行

の
主
目
的
も
あ
っ
た
人
民
公
社
視
察
で

は
、
私
は
人
民
公
社
と
は
、
か
つ
て
の

国
営
農
場
が
民
営
化
さ
れ
た
程
度
と
認

識
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
人
民
公
社

の
中
に
は
、
共
同
農
場
や
牧
場
は
当
然

で
す
が
、
学
校
、
病
院
、
役
場
、
銀
行

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
組
織
、
機
構
か

ら
考
え
ま
す
と
、
日
本
の
町
や
村
に
相

当
し
驚
い
た
次
第
で
す
。

　
上
海
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て
優

れ
た
立
地
性
が
認
め
ら
れ
て
、
世
界
の

注
目
を
集
め
、
歴
史
は
わ
ず
か
百
年
余
。

現
在
は
世
界
で
最
も
活
気
に
あ
ふ
れ
た

経
済
都
市
と
い
わ
れ
、
高
速
道
路
を
始

め
到
る
と
こ
ろ
、
都
市
再
開
発
工
事
中

で
、
高
層
ビ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
で
し
た
。
こ

う
し
た
超
先
進
的
な
様
相
と
、
旧
態
依

然
と
し
た
風
景
が
同
居
し
て
い
る
こ
と

も
、
発
展
途
上
国
の
特
徴
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
朝
晩
の
自
転
車
の
流
れ
は
、

さ
な
が
ら
洪
水
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、

歩
道
の
上
に
は
、
家
の
軒
下
と
街
路
樹

に
竿
を
渡
し
、
洗
濯
物
の
満
艦
飾
で
す
。

色
と
り
ど
り
の
干
し
物
の
中
に
は
、
女

性
の
下
着
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
、
広
大

な
国
土
を
持
つ
中
国
で
さ
え
、
住
宅
事

情
は
別
の
様
で
す
。
高
速
道
路
は
、
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
し
て
縫
う
よ
う
に
前

の
車
を
追
い
越
し
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

自
転
車
が
悠
々
と
横
断
し
て
い
ま
す
。

お
国
柄
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
ガ

イ
ド
氏
は
、
　
「
中
国
は
自
動
車
優
先
で

す
か
ら
…
…
」
と
涼
し
い
顔
し
て
い
ま

す
。　
駆
け
足
の
中
国
旅
行
で
し
た
が
、
八

年
前
と
比
較
し
て
、
著
し
く
変
わ
っ
た

事
柄
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店

ど
こ
で
も
係
員
は
日
本
語
が
上
手
で
、

ほ
と
ん
ど
不
自
由
が
無
か
っ
た
。

　
二
、
見
受
け
た
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
、

薄
い
お
化
粧
を
し
て
い
た
。

　
三
、
通
勤
者
の
足
で
あ
る
自
転
車
は

一
様
に
新
し
く
、
ピ
カ
ピ
カ
し
て
い
た
。

　
四
、
以
前
は
軍
人
の
外
は
ほ
と
ん
ど

人
民
服
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
服
装
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
五
、
工
事
現
場
は
、
人
海
戦
術
が
労

働
政
策
の
面
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
た

が
、
今
度
は
大
型
機
械
が
大
量
に
見
ら

れ
た
。

　
文
化
大
革
命
と
い
う
試
練
を
越
え
、

新
憲
法
制
定
十
五
年
。
開
放
政
策
の
推

進
で
、
驚
く
ほ
ど
の
変
容
ぶ
り
を
痛
感

し
た
旅
行
で
し
た
。

9．6．10②



耀
雛
，

繍．

蹴

　　　　　　　　　　醤　　　　　　　　　　叢
　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　

　　　　　　　鍛

　　　　　　灘　　　　　き

　　　　　懸

　　　灘

轄
　馨
灘

　照，

懸
、

毫

鰯繍

繍

　

懸
羅
・
鞭

欝欝羅

鰍
鱗
　議

，㎜

鍾
，
麟

≧
挙
一

欝，
・
，
鑛

漁

携

・
蹴

諺

撫

灘
灘

　
　
馨
鱗

　
灘

’鷺藁．

婁
畢　
♂
’

、
鮮

鱗

轟
藤
・
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に取り組む夢雪隊

老
姦

う。

　
こ
こ
数
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
人
が
全
国
的
な
勢
い
で

増
え
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
　
『
昨
年
の
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
」
は
、
　
”
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
”
と
い
う
言
葉
が
一
般
に
浸

透
す
る
ほ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の

関
心
が
高
ま
る
大
き
な
転
機
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

『
ま
た
、
最
近
で
は
今
年
【
月
に
あ

つ
た
ー
ナ
ホ
ト
力
号
の
重
油
流
出
事

故
」
に
伴
い
、
全
国
か
ら
数
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
た
こ
と
は
、

記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。

　
嚢
欝
灘
幾
灘
匿
、
簸
叢
園

糊
欝
鰹
犠
総
臨
騰
灘
灘
闘
灘

灘
議
穫
灘
。
雛
翻
ぽ
心
撮
醐
…

懸
蒙
。

　
諜
鐵
．
欝
懸
瓢
鰹
雛
騰
欝

蟹
嚢
羅
灘
設
盤
叢
講
鑛
灘
纐

擁
難
購
懸
藻
…
簗
懸
譲
簗
灘
灘
．

蘂
欝
懸
叢
懲
盤
慧
灘
鞭
醗
麟

の
輪
を

　
さ
て
、
私
た
ち
の
町
の
ボ
一
フ
ン
テ

ィ
ア
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
　
ゆ
る

や
か
な
が
ら
も
、
様
々
な
変
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
女
性
を
中
心
と

し
て
い
る
体
質
に
は
代
わ
り
が
な
い

も
の
の
、
男
性
中
・
高
年
が
加
わ
り
、

成
年
や
青
少
年
の
ボ
一
フ
ン
テ
ィ
ア
人

口
の
増
加
、
お
年
寄
り
を
対
象
に
し

た
福
祉
タ
イ
プ
の
活
動
、
個
人
か
ら

組
織
的
な
活
動
へ
の
移
行
な
ど
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
や
は
り
「
高
齢
社

会
の
到
来
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
は
、
　
“
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
よ
う
”
の

願
い
を
込
め
て
、
ボ
一
フ
ン
テ
ィ
ア
の

情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

灘
繊
簸
灘
繍
．
灘
灘
綴
繍
轟

灘
ぽ
難
繍
撫
鐡
欝
建
叢
翻
懸

薬
蕪
糠
難
．

　
雛
礫
．
　
禰
癒
羅
灘
灘
鞍

灘
繊
灘
馨
鐵
業
灘
鐵
簾
濾
難

簗
灘
驚
盤
鍵
灘
礫
闘
鎌
鐵
鐵

鑓
灘
繕
懇
藻
繋
叢
欝
漿
難
雛

欝
灘
蟻
灘
．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
旧
常
識
南原保育園児の慰問を受けるあかね園入所の皆さん

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
聞
く
と
、
一
般
的

に
”
恵
ま
れ
て
い
る
人
が
か
わ
い
そ
う

な
人
に
対
し
て
行
う
も
の
”
と
い
う
と

ら
え
方
が
強
く
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
　
”
無
償
で
す
る
も
の
”
や
”
自

発
的
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
周
囲
が
口

を
は
さ
む
べ
き
で
は
な
い
”
な
ど
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
一
般
的
な
常
識
と

し
て
付
け
加
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
常
識
が
『
旧
常
識
』
と
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

高
齢
社
会
の
到
来
と
い
う
社
会
的
現
象

か
ら
く
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と

す
る
も
の
」
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
社
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

必
要
と
し
て
い
る

　
現
在
、
町
内
に
は
独
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
が
七
十
九
人
、
老
人
世
帯
は
百

六
十
三
世
帯
で
す
。
平
均
寿
命
が
伸
び

て
い
る
反
面
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の

傾
向
が
進
む
現
状
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
数
字
が
増
え
続
け
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
し
よ
う
。

　
ま
た
、
介
護
を
必
要
と
す
る
寝
た
き

　
　
ち
ほ
う

り
や
痴
呆
性
の
お
年
寄
り
も
増
え
て
お

り
、
介
護
者
不
足
や
家
族
の
負
担
が
増

え
る
な
ど
の
深
刻
な
悩
み
も
生
じ
て
い

ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
高
齢
社
会
へ

の
対
応
と
し
て
、
平
成
五
年
度
に
「
川

西
町
保
健
医
療
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、

様
々
な
行
政
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
頑
張
っ
て
み
て
も
、

行
政
の
力
だ
け
で
は
「
安
心
し
た
老
後

　
　
　
　
　
鑓
羅
趨
麟
　
　
　
　
　
よ「健康」で動けることは何

りのことです

を
お
く
る
」
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　
そ
こ
で
必
要
な
の
が
、
様
々
な
民
間

団
体
を
含
め
、
私
た
ち
住
民
一
人
ひ
と

り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
地

域
と
か
か
わ
っ
て
い
く
姿
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す
る
も

の
」
と
は
、
　
“
か
わ
い
そ
う
な
立
場
の

人
”
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
側

中
心
の
旧
常
識
を
脱
し
、
地
球
の
一
員

と
し
て
「
互
い
に
助
け
合
お
う
」
と
い

う
価
値
観
に
支
え
ら
れ
た
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

を
発
足

　
年
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
に

な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
人
口
も
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社

会
的
な
二
i
ズ
の
変
化
に
よ
り
、
活
動

内
容
も
多
様
化
し
、
活
動
領
域
も
拡
大

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
質
的
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
情
報
交
換
や
推
進

体
制
づ
く
り
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
中
村
健
一
会
長
）
の
呼
び
か

け
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
平
成
五

年
三
月
に
、
　
『
川
西
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
（
藤
田
宏
太
郎
会
長
）
』

が
発
足
し
、
現
在
十
五
団
体
・
五
八
六

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今年開催された町ボランティア連絡

協議会総会のようす（3．7）

若
い
人
の
発
想
に
期
待

　
団
体
に
お
い
て
は
、
女
性
の
中
年
層

や
、
青
・
成
年
層
に
お
け
る
積
極
的
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
若
い
人
の
参
加
を
求
め
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
　
「
発
想
の
転
換
が

期
待
で
き
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
若
い
人
に
入
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
、
よ
り
そ
の
団
体
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
で
き
る
範
囲

で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
私
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

手
助
け
で
き
る
人
が
、
今
、
手
助
け
を

必
要
と
す
る
人
に
手
助
け
を
…
…
…
。

　
今
回
は
、
こ
の
十
五
の
グ
ル
ー
プ
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
か
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
た
い
方
、

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　
　
　
（
盈
六
八
ー
二
三
〇
八
）

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
表
者
　
藤
田
宏
太
郎

会
員
数
　
十
二
人

活
動
開
始
年
　
平
成
三
年

活
動
内
容

・
独
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り
老
人

　
へ
の
友
愛
訪
問

代
表
者
　
　
広
田
久
平

会
員
数
　
三
十
九
人

活
動
開
始
年
　
昭
和
六
十
三
年

活
動
内
容

・
独
り
暮
ら
し
老
人
へ
の
友
愛
訪
間

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
か
ね
園
」

　
で
の
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

代
表
者
　
渡
辺
千
代
子

会
員
数
　
百
八
人

灘
鰯
纏

紬

手なれた作業で調理が進められていきます

活
動
開
始
年
　
昭
和
五
十
四
年

活
動
内
容

・
六
十
五
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
、
希

　
望
す
る
老
人
世
帯
に
、
お
弁
当
（
夕

　
食
）
を
調
理
・
配
送

・
独
り
暮
ら
し
老
人
昼
食
会
の
実
施

頭
を
乾
か
し
な
が
ら
、
話
し
の

相
手
を
し
て
い
ま
す

代
表
者
　
　
小
幡
ケ
ン

会
員
数
　
百
六
十
四
人

活
動
開
始
年
　
平
成
二
年

活
動
内
容

・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
介
助
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
及
び
年
間
行
事
へ
の
積
極
的

参
加

代
表
者
　
　
川
崎
正
子

会
員
数
　
　
五
人

活
動
開
始
年
　
昭
和
六
十
二
年

活
動
内
容

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」

　
へ
の
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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代
表
者
　
　
臼
井
ト
ヨ

会
員
数
　
　
七
人

活
動
開
始
年
　
昭
和
五
十
一
年

活
動
内
容

・
町
内
の
福
祉
施
設
で
の
協
力
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア

・
独
り
暮
ら
し
老
人
給
食
へ
の
野
菜
提

　
供

騨鷺

延長保育の園児の遊び相手をする川高ボランティア部の生徒

鞭
鞭

代
表
者

会
員
数

活
動
開
始
年

活
動
内
容

関
タ
カ
子

二
＋
五
人

昭
和
六
十
三
年

・
地
域
の
福
祉
施
設
、
保
育
園
、
公
民

館
事
業
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

代
表
者

会
員
数

活
動
開
始
年

活
動
内
容

高
橋
容
子

＋
五
人

昭
和
五
＋
七
年

写真の説明はなかなか難しいところです

・
目
の
不
自
由
な
方
々
へ
「
広
報
か
わ

に
し
」
の
朗
読
奉
仕
活
動

・
寝
た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者
、

独
り
暮
ら
し
老
人
へ
の
愛
の
は
が
き

書
き嚢

蒲
叢

代
表
者
　
　
山
口
紀
子

会
員
数
　
　
八
人

活
動
開
始
年
　
平
成
元
年

活
動
内
容

・
趣
味
（
三
味
線
）
を
生
か
し
て
、
管

　
内
の
各
福
祉
施
設
を
慰
間

代
表
者
　
　
押
木
喜
策

会
員
数
　
三
十
三
人

活
動
開
始
年
　
昭
和
五
十
四
年

活
動
内
容

・
「
山
ゆ
り
の
会
」
が
調
理
し
た
お
弁

当
の
配
送

運転ボランティアの人から夕食を

受け取るお年寄り

代
表
者
　
佐
藤
ハ
ツ
エ

会
員
数
　
十
五
人

活
動
開
始
年
　
昭
和
五
十
七
年

活
動
内
容

・
精
神
薄
弱
者
更
正
施
設
「
な
か
ま
の

　
家
」
で
の
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「なかまの家」で草取り作業に励むボランティアの人たち

　
ひ
な
㎜
の
醤
、
、
『

代
表
者
　
金
子
ヒ
ロ
子

会
員
数
　
二
十
七
人

活
動
開
始
年
　
平
成
六
年

活
動
内
容

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
か
ね
園
」

　
で
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

代
表
者
　
　
上
村
保
弘

会
員
数
　
五
十
四
人

活
動
開
始
年
　
平
成
八
年

活
動
内
容

・
要
援
護
世
帯
の
屋
根
雪
除
雪
作
業

「あかね園」で入所者の世話をする会のメンノ

代
表
者
　
山
ロ
ユ
ミ

会
員
数
　
七
十
二
人

活
動
開
始
年
　
平
成
八
年

活
動
内
容

・
モ
デ
ル
集
落
五
つ
の
七
十
歳
以
上
の

　
虚
弱
老
人
を
対
象
に
、
機
能
回
復
訓

　
練
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
ミ
ニ
託

　
老
事
業
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

虚弱老人を対象に、リフレッシュなどを図るた

めに、晴れた日などは野外活動にでかけます

代
表
者
　
　
山
田
五
作

会
員
数
　
十
三
人

活
動
開
始
年
　
平
成
八
年

活
動
内
容

・
路
線
バ
ス
の
な
い
、
仙
田
地
区
の
七

　
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
、
千
手
温

　
泉
へ
送
迎
す
る
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お年寄りの方は、迎えのくるのを楽しみにしており、

千手温泉で1目をゆっくり過ごすことができます
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魯磯モ

・
襲
藍
誉
．
繋
叢
焦
嚢
軟
警
慈
皿
鱗
．
藝
陣
款
糞
難
瀧
皿
灘
羅
》
妻
襲
難
暮
篠
瓢
卿
簑

　
五
月
十
八
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
イ
ス
ト

ー
リ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
百
六
十
人

が
集
ま
り
、
マ
リ
ン
バ
独
特
の
音
色
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　
「
イ
ス
ト
ー
リ
ア
」
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で

『
お
と
ぎ
話
』
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
聴
き
手

に
夢
を
与
え
る
演
奏
を
心
が
け
よ
う
と
名
付
け

ら
れ
、
平
成
六
年
四
月
に
結
成
。
リ
ー
ダ
ー
の

新
潟
県
出
身
の
平
直
美
さ
ん
を
中
心
に
、
メ
ン

バ
ー
も
二
十
代
前
半
の
か
わ
い
ら
し
い
女
性
の

四
人
組
で
、
今
回
で
三
回
目
の
来
町
と
な
り
ま

す
。　
ア
ン
コ
ー
ル
曲
で
は
、
　
「
み
ん
な
が
持
っ
て

い
る
楽
器
」
と
い
う
こ
と
で
、
手
拍
子
や
身
体

を
た
た
い
て
音
を
出
す
演
奏
を
し
、
聴
衆
も
一

緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

聞き入るマリンバの響き

メ
ン
バ
ー
の
一
人
ひ
と
り
が
す
ば

ら
し
い
演
奏
者
で
す

　
　
　
　
　
　
　
，
欄
察
叢
鍵
叢
、
霧
賦
露
己
夢
費
幣
糞
轟
導
鋲
聾
婁
懇
藝
羅
蓑
蓼
診
響
籍
垂
鞠
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
，
嚢
嚢
萎
箋
嚢
糞
妻
罪

下
に
～
、
下
に
～
と
大
名
行
列
が
進
あ

昔をほうふつさせる大名行列。対岸とのろし

の交換もありました

　
五
月
二
十
五
日
、
節
黒
城
跡
山
開
き

ま
つ
り
（
節
黒
城
跡
保
存
会
〈
内
山
弥

太
郎
会
長
〉
主
催
）
が
、
城
跡
展
望
台

広
場
と
キ
ャ
ン
。
フ
場
を
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
今
回
で
二

十
七
回
を
数
え
ま
す
。

　
町
の
産
業
発
展
と
登
山
者
の
安
全
祈

願
を
し
た
あ
と
、
大
勢
の
見
物
客
が
見

守
る
な
か
、
名
物
の
大
名
行
列
の
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん

で
す
。
地
元
の
人
が
扮
し
た
武
士
や
剣

士
、
腰
元
な
ど
が
列
を
つ
ら
ね
、
　
「
下

に
～
下
に
～
」
と
進
み
ま
し
た
。

養
壁
3
纂
．
聾
．
簾
嘉
謬
鯵
蟹
篭
震
蓼
婆
童
曝
〆
霧
奪
も
馨
り
麟
難
、
峯
藩
ハ
慧
．
嚢
壌
蜜
一

．
愉漣

、

泌
　’・　．、閥薗

燕灘騨騰酬5㌃卿

・
轍
讐
饒
峯
。
蕪
謬
饗
謬
　
襲
翠
麺
誉
輝
欝
醤
響
蓼
萎
．
燭
鱗
垂
、

幹線町道にマリーゴールド3，500株を定植
　
五
月
三
十
日
、
町
道
東
山
新
町
新
田
線

（
通
称
幹
線
）
で
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
定

植
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
始
ま

っ
た
も
の
で
、
　
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
、
通
過
車
両
や
通
行
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
定
植
し
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
三

千
五
百
株
で
、
黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
の
二
色
。

超かサな酉
鰹
』

昏
〆
、

鹸
黒眠

細四紹臓鞠！
量
義
鐸
糞
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

繕懸蝿
　
驚鑑

蝋

．
哩
’
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
壁
鰐

町
内
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
二
十

人
、
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
役

場
の
職
員
も
加
わ
り
、
お
よ
そ
二
時
間
か
け

て
、
九
百
三
十
メ
ー
ト
ル
の
植
え
付
け
を
済

ま
せ
ま
し
た
。

　
き
れ
い
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
わ
き
見
運

転
は
禁
物
で
す
。
ル
ー
ル
に
従
い
、
正
し
い

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

騒
闘
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憾繊弛べ（

鰐
　　　　　　　　　　　『

　
五
月
十
六
日
、
千
手
地
区
の
ほ
場
で

　
　
　
　
　
　
ち
ょ
く
は
ん

湛
水
土
壌
中
施
肥
直
播
機
（
側
上
肥
料

田
植
機
）
に
よ
る
「
直
播
作
業
」
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
、
種
も
み
を
直
接
ほ
場

　
ま
に
播
く
た
め
直
播
と
い
わ
れ
て
お
り
、

水
稲
作
付
作
業
の
省
力
化
と
、
低
コ
ス

ト
技
術
の
栽
培
を
図
る
目
的
で
進
め
ら

れ
て
い
る
新
技
術
で
す
。

　
こ
の
直
播
は
、
今
後
の
普
及
を
図
る

必
要
か
ら
、
作
付
面
積
の
十
五
パ
ー
セ

謬
霧
導
歎
モ

・
力
灘

　
　
　
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
及
ま

，
．
．
、
、
，
、
．
難
蓬
懸
蘇
夢
、
鷺
葬
熱
馨
霧
葵
き
雀
瀬
叢
藷
鷺
搬
響
ヤ
覧

当
、
、

東
京
へ
雪
の
ブ
レ
ゼ
ン
ト

　
繍
　
　
　
　
五
月
十
一
日
、
東
京
板
橋
区
遊

　
　
　
座
大
山
商
店
街
で
、
恒
例
と
な
っ

鰻
馳
喋
禦
建
餐
釦

　
　
　
プ
で
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
イ
ベ
ン

　
　
　
ト
広
場
に
雪
の
特
設
会
場
を
設
営

　
　
　
し
て
、
お
ま
つ
り
に
花
を
添
え
ま

　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
ま
た
、
き
ね
と
う
す
で
、
モ
チ

礁
上
げ
ぼ
し
睦

　
　
　
つ
き
を
し
て
配
る
な
ど
、
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
ハ

。
　
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
．
，
，
婁
叢
滅
屡
、
ー

操
法
競
技
会
で
練
習
成
果
競
う

　
五
月
二
十
五
日
、
総
合
体
育
館
駐
車

場
で
、
町
消
防
団
春
期
消
防
演
習
・
小

型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
で
は
、
出
場
し

た
六
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
が
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
成
績

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
沖
立

二
位
高
倉

三
位
仁
田

　
一
位
と
な
っ
た
沖
立
チ
ー
ム
は
、
八

月
十
日
に
岩
室
村
で
開
か
れ
る
新
潟
県

消
防
大
会
に
、
十
日
町
地
区
支
会
の
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
検
討
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　　難　蝋撒｝

糠多、癖

一
位
に
な
っ
た
沖
立
チ
ー
ム
。
消
防

職
員
の
厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
ま
す

確
、
聖
㌧「

尋

、
　
（

・
量
肇
姦
峯
叢
垂
葦
蓑
凝
唾
婁
、
奪
漢
叢
薪
謬
議
・
鍍
霧
影
潅
蓼
蕊
・
驚
・
轡
義
蓑
薄
籠
』
．

せ
ヲ
鱒⊇麟

雪
の
ス
ベ
リ
台
で
楽
し
む
参
加
者

，
・
．
馨
　
設
蒔
、
…
，
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

鞭蟹繍駿鞠旛謹蝋撒

警
隻
舞
垂
、
嚢
蒙
嚢
蓑
暴
難
欝
嚢
竃
を
．
、
、
、

五
…
、
仙
・
・
学
校
体
育
囎
・
春
を
楽
し
み
山
菜
料
理
に
舌
鼓

会
場
に
、
　
「
仙
田
山
菜
ま
つ
り
」
力
開

か
れ
ま
し
た
。

　
午
前
に
は
、
雨
上
が
り
で
足
場
が
悪

い
な
か
山
菜
採
り
の
体
験
実
習
が
あ
り
、

初
め
て
の
人
も
、
地
元
の
人
の
指
導
を

受
け
て
、
ウ
ド
・
ワ
ラ
ビ
・
木
の
芽
な

ど
の
収
穫
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
山
菜
料
理
が

テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
、
集

ま
っ
た
お
よ
そ
百
三
十
人
は
、
バ
イ
キ

ン
グ
方
式
の
山
菜
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
月
十
二
日
に
は
上
野
諏
訪

神
社
境
内
で
、
有
志
に
よ
る
「
山
菜
を

味
わ
う
会
」
が
開
か
れ
、
お
よ
そ
二
百

人
が
、
酢
の
も
の
・
煮
も
の
・
つ
く
だ

に
な
ど
の
、
い
ろ
い
ろ
な
山
菜
料
理
な

ど
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
菜
の
宝
庫
仙
田
で
開
催
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
仲
問
同
士
感
覚
で
参
加
で
き
る

蜜
望
蓼
勢
蓉
難
饗
糞
謎
灘
“
譲
灘
騨
義
警
餐
母
護
膳
爾
》
奮
、
園
．

慶

「
山
菜
ま
つ
り
」
（
上
）
と
、

　
「
山
菜
を
味
わ
う
会
」

き
が
ね
の

騨

9．6．10

§
薫
蜜
纂
蓄
薫
態
獲
集
群
誉
襲
夢
響
蓄
曳
⑦



　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
水
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
様

式
の
多
様
化
や
住
環
境
の
変
化
な
ど
か

ら
需
要
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

漏
水
工
事
に
ご
理
解
を

　
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
や
事
業
所
に
お
届

け
し
て
い
る
水
は
、
道
路
や
畑
、
宅
地

な
ど
の
地
中
を
と
お
る
水
道
管
に
よ
っ

て
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
工
作
物

で
あ
る
以
上
、
耐
用
年
数
の
経
過
や
外

部
か
ら
の
衝
撃
な
ど
に
よ
る
損
傷
に
よ

っ
て
管
に
亀
裂
が
入
り
、
漏
水
が
発
生
，

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
水

が
地
表
に
出
て
漏
水
で
あ
る
と
判
定
す

る
ま
で
に
は
、
地
質
や
路
面
状
態
な
ど

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
必
ず
し
も
同
一

の
形
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

緊
急
の
工
事
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
工
事
に
際
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
か
け
な
い

よ
う
に
と
工
法
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
水
を
止
め
て
工

事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
予
測
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば

鍵
灘
、

地表ではわずかな水も管を掘り出すとこの状況。一刻も

早い修理が必要となります

事
前
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
緊
急
の
場
合
は
広
報
車
で
の
お

知
ら
せ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を

か
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
漏
水
修
理
工
事
は
、
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
水
を
安
定
し
て
お
届

け
す
る
た
め
に
必
要
な
工
事
で
す
。
ご

不
便
を
か
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
工
事
後
は
、
臼
い
水
や
赤
い
水
な
ど

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

臼
い
水
は
管
に
入
っ
た
空
気
が
か
き
回

さ
れ
て
細
か
な
気
泡
と
な
っ
て
水
中
に

含
ま
れ
る
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

ま
た
、
赤
い
水
は
、
水
道
管
の
中
に
溜

っ
た
鉄
さ
び
な
ど
で
す
。
い
ず
れ
の
場

合
も
し
ば
ら
く
放
置
（
出
し
続
け
る
）

す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
澄
ん
で
き
れ
い
な

水
と
な
り
ま
す
。

漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

　
地
表
で
確
認
で
き
な
い
漏
水
を
発
見

す
る
目
的
で
、
次
の
よ
う
に
調
査
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
調
査
中
は
、
断
続

的
な
断
水
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
貴

重
な
資
源
で
あ
る
水
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
調
査

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
漏
水
調
査
の
日
時
及
び
地
域

◆
橘
地
区

日
時
　
六
月
十
九
・
二
十
日
の
深
夜
○

　
　
　
時
～
四
時
（
雨
天
の
場
合
は
中

　
　
　
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

範
囲
　
木
落
を
除
く
橘
地
区
全
域

◆
千
手
・
上
野
地
区

日
時

範
囲

六
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の
深

夜
○
時
～
四
時
（
雨
天
の
場
合

は
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

坪
山
・
霜
條
・
鶴
吉
を
除
く
千

手
地
区
全
域
及
び
元
町
・
川
辺

を
除
く
上
野
地
区
全
域

漏
水
調
査
の
方
法

　
道
路
な
ど
に
埋
設
し
て
あ
る
仕
切
弁

の
操
作
に
よ
っ
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

深
夜
作
業
の
理
由

　
漏
水
調
査
は
、
家
庭
な
ど
で
水
を
使

用
し
な
い
時
間
帯
で
な
い
と
で
き
ま
せ

ん
。
深
夜
で
は
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

　
断
水
作
業
に
伴
い
、
水
に
濁
り
な
ど

が
混
ざ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

し
ば
ら
く
す
る
と
元
に
戻
り
ま
す
。
安

心
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る
漏
水
発
見
法

　
家
庭
内
の
配
管
か
ら
も
漏
水
は
発
生

し
ま
す
。
し
か
し
、
外
見
か
ら
は
な
か

な
か
見
つ
け
に
く
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
漏

水
発
見
法
を
ぜ
ひ
実
行
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
水
道
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
た
状
態
で

水
道
メ
L
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ

て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。
少
し

で
も
回
っ
て
い
れ
ば
ど
こ
か
で
漏
水
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
の
前
後

の
配
管
を
伝
っ
て
常
時
水
が
出
て
い
る

よ
う
な
ら
そ
れ
も
漏
水
で
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
た
水
に
は

使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。
発
見
す
る
時

期
に
よ
っ
て
は
、
多
額
の
水
道
使
用
料

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

月
に
一
度
は
確
認
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
漏
水
を
発
見
し
た
ら
指
定
工
事
店
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

環
境
整
備
課
水
道
係
（
智
六
八
ー
三
一

一
一
内
線
一
〇
二
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

（水の使用量を

表します）

號愚
警轟　　　畷Ψ　＼
　　　　　　　　　（1m・未満の

　　　　　　　　　水量を表わ
　　　　　　　　　します）
水道メーター

9．6．10⑧

※この水道メ

ーターは123m3
456尼と読みま
す

パイロツト



川
西
町
へ
の
歩
み
⑯

岩
瀬
金
　
子
　
幸
作

　
小
村
の
解
消
め
ざ
す

　
明
治
二
十
二
年
四
月
の
市
町
村
制
施

行
に
と
も
な
い
、
中
魚
沼
郡
役
所
は
次

の
要
領
で
合
併
を
指
導
し
た
。

　
町
村
ヲ
合
併
ス
ル
ハ
其
資
力
如
何
ヲ

察
シ
、
大
小
広
狭
其
宣
ヲ
量
リ
、
適
当

ノ
所
分
ヲ
為
ス
ヘ
シ

　
　
お
お
よ
　
　
　
　
　
　
　
な
い
し
　
　
　
　
　
　
　
も
つ

　
但
凡
ソ
三
百
戸
乃
至
五
百
戸
ヲ
以
テ

　
　
　
　
　
　
な
お

標
準
ト
ナ
シ
、
猶
従
来
ノ
習
慣
二
随
ヒ

町
村
ノ
情
願
ヲ
酌
量
シ
、
民
情
二
背
カ

ザ
ル
ヲ
要
ス
　
（
中
略
）

　
合
併
ノ
町
村
ニ
ハ
　
新
二
其
名
称
ヲ

　
　
　
ベ

選
定
ス
可
シ
　
但
町
村
ノ
名
称
ハ
大
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
も

ト
シ
テ
之
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
　
尤
大

町
村
ヲ
合
併
ス
ル
ト
キ
ハ
其
大
町
村
ノ

名
ヲ
新
町
村
ノ
名
称
ト
ナ
シ
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
か
か

　
町
村
ノ
大
小
二
拘
ハ
ラ
ズ
　
歴
史
上

著
名
ノ
名
称
ハ
可
成
保
存
シ
　
注
意
ヲ

為
ス
ヘ
シ
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
川
西
地
区
は
、
中
魚
沼
郡
長
が
示
し

た
県
の
勧
告
案
に
し
た
が
っ
て
最
寄
り

の
村
ご
と
に
協
議
し
た
が
、
必
ず
し
も

県
の
案
ど
お
り
に
は
ゆ
か
ず
、
い
く
た

の
複
雑
な
経
過
を
く
り
か
え
し
た
の
ち

に
次
の
四
ヵ
村
が
誕
生
し
た
。

橘
村
の
誕
生

橘
村
は
仁
田
村
（
枝
の
下
原
を
含
む
）

野
口
村
（
枝
の
根
深
、
原
田
、
四
十
歩

を
含
む
）
寺
ヶ
崎
村
　
上
村
新
田
　
木

落
村
　
長
井
新
田
を
以
て
一
村
と
し
た
。

合
併
の
事
由
は
、
　
「
各
小
村
ニ
シ
テ
独

立
ノ
資
力
ナ
ク
　
旦
地
勢
平
坦
交
通
便

ニ
シ
テ
民
心
ノ
折
合
最
モ
良
シ
　
旦
ツ

現
今
戸
長
所
轄
内
ナ
ル
ヲ
以
テ
合
併
ヲ

便
ト
ス
」
で
あ
っ
た
。
合
併
前
年
の
戸

数
は
四
一
七
戸
、
人
口
は
二
三
四
五
人

を
数
え
て
い
る
。

　
新
村
名
は
「
野
田
村
」
に
と
勧
告
さ

れ
て
い
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
橘

村
」
の
名
を
選
ん
だ
事
由
に
は
、
　
「
往

古
此
地
二
橘
山
龍
雲
寺
ト
言
フ
寺
院
ア

リ
　
応
永
ノ
頃
信
濃
国
岩
村
田
へ
移
転

ス
ル
モ
爾
今
橘
山
ノ
名
ア
リ
　
之
ヲ
取

リ
テ
橘
村
ト
名
ツ
ク
」
と
記
さ
れ
た
。

　
※
中
世
期
の
仁
田
村
に
広
伝
寺
の
存

在
し
た
こ
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

龍
雲
寺
は
上
野
村
新
町
新
田
の
太
田
原

に
存
在
し
て
太
，
田
山
と
称
し
て
い
た
寺

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
村
所
在
の

寺
の
山
号
を
と
っ
て
村
名
に
す
る
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
当
時
の
村
の
識
者
が
誤

っ
て
龍
雲
寺
と
書
き
あ
げ
た
の
で
は
な

い
か
と
憶
測
す
る
む
き
も
あ
る
。

上
野
村
の
誕
生

　
上
野
村
は
新
町
新
田
　
下
平
新
田
、

上
野
村
　
星
名
新
田
　
三
領
村
　
小
根

岸
村
を
以
て
一
村
と
し
た
。
こ
の
村
は

明
治
十
六
年
に
隣
村
同
士
の
上
野
村
と

祖
師
村
が
合
併
し
て
い
る
。
星
名
新
田

は
往
古
は
祖
師
、
下
平
新
田
、
新
町
新

田
、
寺
ヶ
崎
五
ヵ
村
の
入
会
地
の
一
部

で
あ
っ
た
が
、
安
政
六
年
と
文
久
元
年

に
上
野
村
の
星
名
保
右
衛
門
（
の
ち
に

保
と
改
名
）
が
買
受
け
て
開
拓
し
、
万

延
元
年
の
検
地
高
入
で
星
名
新
田
と
称

し
た
経
過
が
あ
る
。

　
合
併
の
事
由
に
は
、
　
「
上
野
村
ヲ
除

ク
ノ
他
皆
戸
数
僅
少
独
立
ノ
資
力
ナ
シ

　
　
　
や
や

旦
地
勢
稽
平
坦
交
通
二
便
ナ
リ
　
又
民

情
風
俗
ト
モ
異
状
ナ
ク
合
併
ヲ
便
ト
ス
」

と
記
さ
れ
た
。
合
併
前
年
の
戸
数
は
三

三
一
戸
、
人
口
は
二
〇
一
六
人
、
村
名

選
定
の
事
由
は
、
　
「
上
野
村
ハ
大
村
旦

ツ
古
来
歴
史
上
二
関
係
ア
ル
ヲ
以
テ
之

ヲ
採
ル
」
で
あ
っ
た
。

中
野
村
の
誕
生

　
中
野
村
は
鶴
吉
村
　
坪
山
村
　
霜
條

村
　
高
原
田
村
　
伊
勢
平
治
村
　
友
重

村
　
弘
道
新
田
　
宗
正
村
を
以
て
一
村

と
し
た
。
こ
の
村
は
明
治
十
三
年
に
水

口
沢
村
の
内
旧
観
音
堂
領
二
二
戸
を
分

離
し
て
友
重
村
に
合
し
た
ほ
か
は
従
来

の
区
域
に
変
更
が
な
か
っ
た
。

　
合
併
の
事
由
に
は
、
　
「
千
手
町
村
ト

上
野
村
ノ
中
間
二
点
々
散
在
セ
ル
小
村

落
ヲ
合
シ
テ
新
村
ヲ
造
成
セ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
　
地
形
平
坦
交
通
便
ナ
ル
ヲ
以
テ

合
併
ヲ
便
ト
ス
」
と
記
入
さ
れ
た
。

　
新
し
い
村
が
生
ま
れ
、
中
野
村
と
称

し
た
の
は
、
　
「
上
野
村
と
千
手
町
村
と

は
お
お
い
に
民
情
を
異
に
す
る
、
ゆ
え

に
新
村
を
設
置
し
た
い
」
と
い
う
地
元

の
意
向
が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
新
し
く
中
野
村
と
な
っ
た
七
ヵ
村
の

う
ち
、
伊
勢
平
治
、
友
重
は
上
野
村
へ
。

ま
た
、
弘
道
新
田
　
高
原
田
　
坪
山

霜
條
　
鶴
吉
の
五
ヵ
村
は
千
手
町
村
へ

合
併
す
る
よ
う
に
と
い
う
構
想
が
県
の

当
初
の
方
針
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
ま
さ

か
と
思
わ
せ
た
中
野
村
の
誕
生
は
、
県

や
郡
で
も
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た

で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

千
手
町
村
の
誕
生

　
千
手
町
村
は
水
口
沢
村
　
中
屋
敷

村
　
東
善
寺
村
　
上
新
井
村
　
山
野
田

村
　
沖
立
村
の
六
ヵ
村
を
以
て
一
村
と

し
た
。
こ
の
村
は
明
治
十
四
年
に
上
新

井
村
の
内
か
ら
真
田
村
を
分
離
独
立
さ

せ
た
ほ
か
は
従
来
の
区
域
に
変
更
が
な

か
っ
た
。

　
合
併
の
事
由
に
は
、
　
「
各
村
小
弱
独

立
ノ
資
力
ナ
ク
、
水
口
沢
村
外
四
ヵ
村

ハ
古
来
千
手
組
ト
称
ス
ル
一
小
市
場
ニ

シ
テ
　
民
情
風
俗
一
ナ
ル
ヲ
以
テ
合
併

ヲ
便
ト
ス
　
又
沖
立
村
ハ
接
続
ノ
小
村

ニ
シ
テ
之
レ
ニ
属
ス
ル
ニ
異
議
ナ
シ
」

で
、
古
来
千
手
組
と
称
し
て
い
た
こ
と

を
理
由
に
千
手
町
村
と
称
し
た
。
合
併

前
年
の
戸
数
は
三
七
〇
戸
、
人
口
は
二

一
〇
六
人
を
数
え
て
い
た
。

仙
田
村
は
一
村
で

p
仙
田
村
は
「
資
力
相
当
ニ
シ
テ
合
併

ノ
要
ナ
シ
」
と
い
う
こ
と
で
従
来
ど
お

り
一
村
と
さ
れ
た
。
戸
数
九
〇
二
戸
、

人
口
五
七
一
〇
人
を
数
え
て
、
県
内
で

も
比
較
的
大
き
な
村
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
年
代
の
仙
田
村
役
場

「
ふ
る
さ
と
の
百
年
（
新
潟
日
報
事
業
社
刊
）
」

転
載

新
し
い
時
代
の
村

　
新
し
い
村
の
性
格
は
、
こ
れ
ま
で
集

落
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
程
度
の
規
模

で
一
村
を
形
成
し
て
き
た
村
々
が
合
併

し
て
、
新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
行
政

村
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
市

町
村
ハ
法
人
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
之
二
代

ッ
テ
思
想
ヲ
発
露
シ
之
二
代
ッ
テ
業

務
ヲ
行
フ
機
関
」
と
規
定
さ
れ
た
。
新

法
で
町
村
会
に
あ
た
え
ら
れ
た
権
限
は

現
行
の
地
方
自
治
法
と
ほ
ぼ
同
種
で
あ

り
、
町
村
の
機
構
は
現
在
の
自
治
体
機

構
の
基
礎
を
成
す
も
の
と
な
っ
た
。

　
引
用
文
献
　
　
「
新
潟
県
市
町
村
合
併

誌
」
「
川
西
町
史
」
「
明
治
の
む
ら
」
。
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町
で
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
採
用

の
一
般
事
務
職
員
（
上
級
職
）
若
干
名

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
～
五
十
一

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
者

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
八
月
三
日
㈲

試
験
場
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

〈
教
養
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
の
内
容

で
、
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

的
知
識
と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の

筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

〈
専
門
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
の
内
容

で
、
専
門
的
知
識
（
行
政
）
と
能
力
に

つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を

し
ま
す
。

〈
一
般
性
格
診
断
検
査
〉
職
務
及
び
職

場
へ
の
適
応
性
に
つ
い
て
、
択
一
式
に

よ
る
検
査
を
し
ま
す
。

合
格
発
表
　
八
月
中
旬
ご
ろ

2
　
二
次
試
験

試
　
験
　
日
　
九
月
中
旬
ご
ろ
（
一
次

　
　
　
　
　
試
験
合
格
者
に
別
途
通

　
　
　
　
　
知
）

試
験
場
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
　
法
　
面
接
試
験

【
採
用
日
】

　
平
成
十
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、

　
押
印
。

　
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無
帽
・
正

　
面
上
半
身
）
一
枚
を
は
り
、
ほ
か
に

　
二
枚
を
添
え
て
役
場
行
政
係
へ
。

【
申
込
書
の
受
付
期
問
】

　
六
月
二
十
六
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

　
消
印
は
六
月
二
十
六
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
智
六
八
－
三
一
一
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　載　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、霜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賭
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　　　曝　　　　　　　　　　　　　要　　　　　　　　　　　集　　　　　　　　　募　　　　　　　の　　　　　幕、　　　購　　級轍

去
年
の
イ
カ
ダ
下
り
の
よ
う
す

　
ペ
　
ソ

◎
1－

ε
7

腰圃

輪
留
義
麗

翻
黙
騒
騰

圃活動場所　　新潟県中魚沼郡川西町町内各地

圃活動期間　　8月6日㈱～8月11日（月）5泊6日

囹主な活動　　水くみから食事作り、ドラム缶風呂入浴、イカダに乗っての川下り、

　　　　　　　農家で野菜の収穫や動物の世話など

國参加対象者　新潟県内・関東地区在住の児童・生徒（小3～中3）30人

　　　　　　　町内小・中学生（小4～中3）30人（詳細は学校を通じて連絡します）

囹参加費　　　長岡駅集合・解散　小学生　37，000円　中学生　37，000円

　　　　　　　上野駅集合・解散　小学生　42，000円　中学生　50，000円

　　　　　　　現地集合・解散小学生33，000円　中学生33，000円
　　　　　　　　（上記参加費には、交通費・滞在費・指導費・保険料などが含まれています）

囹参加申し込み締め切り　6月30日（月）（定員になりしだい締め切ります）

囹問い合わせ先　〒948－01新潟県中魚沼郡川西町大字霜条144

　　　　　　　　　　　　　川西町教育委員会内「川西町子ども村」係

　　　　　　　　　　　　　盈0257－68－2167
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，
　
篤
4

鶴
鯵
．
㌧

鮎
戸

！在宅介護手当受給資格の
〆

　　　　　　　　　　　　　　　　認定申請を受け付けます蘭

　　町では、4目1日から「在宅で心身の障害や、高齢などにより介助を必要

　とする者の介護者に対して、在宅介護手当を支給する」ことになりました。

　　この介護支給手当受給資格の認定を受けようとする方は、次により「在宅

介護手当支給申請書」を提出してください。　受け付けは7月1日か日1

在
宅
介
護
手
当
受
給
資
格
の

認
定
が
受
け
ら
れ
る
者
の
要
件

　
町
に
住
所
を
有
す
る
介
護
者
で
、
在

宅
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
「
介
護
を
必

要
と
す
る
者
」
を
引
き
続
き
三
か
月
以

上
介
護
し
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

者
と
同
居
し
て
い
る
者
の
う
ち
、
主
た

る
介
護
者
一
人
に
給
付
す
る
。

【
介
護
者
を
必
要
と
す
る
者
】
と
は
、

　
　
　
ち
ほ
う

　
ア
　
痴
呆
な
ど
精
神
障
害
の
問
題
行

　
　
動
が
重
度
又
は
中
等
度
に
該
当
し
、

　
　
か
つ
、
そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と

　
　
認
め
ら
れ
る
者
（
申
請
書
に
健
康

　
　
診
断
書
な
ど
の
添
付
が
必
要
）

　
イ
　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
「
歩
行
」
、

　
　
「
食
事
」
、
「
入
浴
」
、
「
排
せ
つ
」

　
　
及
び
「
着
替
え
」
の
う
ち
、
い
ず

　
　
れ
か
に
全
面
介
助
を
必
要
と
す
る

　
　
者

受
け
付
け
開
始
日

七
月
一
日
か
ら

給
付
額

①
ア
に
該
当
す
る
者
又
は
、
イ
の

　
全
面
介
助
を
必
要
と
す
る
項
目
が

　
三
項
目
以
上
あ
る
者
を
介
護
す
る

　
場
合
　
　
　
…
…
月
額
五
千
円

②
イ
の
全
面
介
助
を
必
要
と
す
る

　
項
目
が
三
項
目
未
満
の
者
を
介
護

　
す
る
場
合
　
…
…
月
額
三
千
円

申
請
方
法

る
者
は
、
　
「
在
宅
介
護
手
当
支
給
申
請

書
」
を
居
住
地
を
担
当
す
る
民
生
委
員

さ
ん
を
経
由
し
て
住
民
課
高
齢
福
祉
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
の
う
ち
、
ア
に
該
当
す
る
者
の
介
護

ミ
ノ者
は
、
申
請
書
に
健
康
診
断
書
な
ど

（
原
本
）
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

認
定
な
ど
の
通
知

　
申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
申
請
者

に
対
し
認
定
の
是
非
を
別
途
通
知
し
ま

す
。

給
付
月

十
月
末
（
七
・
八
・
九
月
分
）

一
月
末
（
十
・
十
一
・
十
二
月
分
）

四
月
末
（
一
・
二
・
三
月
分
）

七
月
末
（
四
・
五
・
六
月
分
）
と
し
、

指
定
の
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
不
明
な
点
や
申
請
書
用
紙
な
ど
に
つ

　
い
て
は
、
居
住
地
を
担
当
す
る
民
生

委
員
又
は
、
住
民
課
高
齢
福
祉
係

　
（
盈
六
八
－
三
一
一
一
〈
内
線
二
〇

　
七
〉
V
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
◎
　
‘
f
●

－＼1〃＼
●●

、、

ξε。」

叢

蓬
儒蒙欝欝聡

叢
選
婁
遡
婁
儀
籔
肇
蓄
犠
嚢
夢
箋
犠
繁
一
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

ド、羽

鍛セ嫡獅轍剥糠聾鞭雛灘蝿
曳＿麟製脳擁ξ鷹甑

町
文
化
財
と
し
て
二
件
を
指
定

　
こ
の
度
、

定
に
基
づ
い
て
、
天
然

記
念
物
二
件
が
町
指
定

文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

町
文
化
財
保
護
条
例
の
規

【
名
称
及
び
員
数
】

藤
沢
熊
野
神
社
の
二

本
ス
ギ
　
ニ
本

【
樹
齢
】

お
よ
そ
四
百
年

【
目
通
り
周
囲
】

東
側
五
・
二
㌶
　
西
側
四
・
六
㌶

【
所
在
場
所
】

藤
沢
熊
野
神
社
の
二
本
ス
ギ

大
字
藤
沢
庚
八
四
四
番
地
一

【
管
理
者
】

藤
沢
熊
野
神
社
奉
賛
会

【
名
称
及
び
員
数
】

田
戸
十
二
社
の
二
本
ス
ギ
　
ニ
本

【
樹
齢
】

田
戸
十
二
社
の
二
本
ス
ギ

　
お
よ
そ
三
百
年

【
目
通
り
周
囲
】

　
東
側
四
・
五
層
　
西
側
四
・
五
材

【
所
在
場
所
】

　
大
字
田
戸
辛
八
九
九
番
地

【
管
理
者
】

　
田
戸
区
長
（
田
戸
十
二
社
分
中
持
）

【
指
定
理
由
】
　
（
二
件
と
も
同
様
）

　
町
で
も
屈
指
の
巨
木
で
、
祭
礼
の
際

に
は
高
灯
籠
が
吊
り
下
げ
ら
れ
た
と
言

　
　
　
　
　
　
わ
れ
て
お
り
、
集
落
の

風
習
を
伝
え
て
い
る
。

　
二
本
の
大
ス
ギ
は
、

ご
神
木
と
し
て
あ
が
め

ら
れ
、
樹
勢
は
極
め
て

旺
盛
。
町
の
厳
し
い
自

然
環
境
の
中
で
生
育
し

た
大
ス
ギ
を
、
今
後
さ

ら
に
保
護
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
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灘
麹
鎌
雛
懸
灘
轍
－
鵬
1

県
介
護
マ
ン
パ
ワ
i

　
　
　
　
　
　
養
成
研
修
会

　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
級
課
程
）

【
受
講
対
象
者
】

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
従
事
す
る
こ

　
と
を
希
望
す
る
方

②
高
齢
者
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方

【
研
修
内
容
】

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
基
礎
知
識
・
技
術
の
取
得

【
開
催
会
場
】　平成9年8月31日で任期満了となる町議会議員の一般

選挙は、次の日程で実施されます。

　　　告示日　7月29日㈹

　　　投票日　8月3日（日）

※　立候補予定者説明会の日程は、6月20日号のお知ら

　せ版に掲載する予定です。

ク
ロ
ス
ー
0
　
ほ
か

【
研
修
日
程
】

七
月
十
四
・
十
八
・
二
十
三
・
三
十

日八
月
四
・
二
十
九
日

町議会議員一般選挙日程

　
十
月
二
十
二
日

　
ほ
か
に
、
実
技
及
び
実
習
で
二
日
間

【
募
集
定
員
】

五
＋
人

【
参
加
経
費
】

　
テ
キ
ス
ト
代
　
八
千
円

【
募
集
締
め
切
り
】

　
六
月
二
十
五
日
㈱
当
日
消
印
有
効

【
申
し
込
み
方
法
】

藤
田
さ
ん
に

関
東
管
区
警
察
局
長
表
彰

　
五
月
二
十
三
日
、
東
京
「
虎
ノ
門
パ

ス
ト
ラ
ル
」
に
お
い
て
管
区
交
通
安
全

功
労
表
彰
式
が
あ
り
、
席
．
上
、
町
交
通

安
全
協
会
会
長
藤
田
隆
策
さ
ん
（
栄
町

・
68
歳
）
　
　
永
年
交
通
安
全
に
尽
力

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
関
東
管
区
警

察
局
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
往
復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
記
入

し
て
郵
送

　
・
往
信
裏
面
…
①
住
所
②
氏
名
③
生

　
　
年
月
日
④
電
話
番
号
⑤
職
業
⑥
ホ

　
　
ー
ム
ヘ
ル
パ
i
従
事
希
望
の
有
無

　
・
返
信
表
面
…
あ
て
先
（
郵
便
番
号
、

　
　
住
所
、
氏
名
）

【
受
講
者
の
決
定
及
び
通
知
】

　
　
応
募
者
が
募
集
定
員
を
超
え
た
場

　
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、
七
月
五

　
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
一
丁
九
四
八

　
　
十
日
町
市
妻
有
町
西
二
ー
一

　
　
十
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
介
護
マ
ン
パ
ワ
ー
研
修
担
当

　
　
　
　
　
　
　
暦
五
七
－
五
五
一
七

難
病
相
談
会
ご
案
内

日
　
時
　
7
月
9
日
㈱

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～

場
　
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容

対
象
者

担
当
医

申
し
込
み

専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談

・
手
足
の
ふ
る
え
、
ふ
ら
つ

　
き
、
転
び
や
す
い
な
ど
の

　
症
状
で
お
困
り
の
方

・
神
経
難
病
と
言
わ
れ
な
が

　
ら
、
専
門
医
に
受
診
し
た

　
こ
と
の
な
い
方

国
立
療
養
所
西
小
千
谷
病
院

神
経
内
科
医
長

　
　
石
川
　
厚
医
師

　
6
月
末
日
ま
で
に
、
十
日

　
町
保
健
所
保
健
指
導
係

　
（
智
5
7
－
2
4
0
0
）
ま
で

　
県
警
察
官
募
集

　
県
警
本
部
で
は
、
警
察
官
男
子
七
十

人
程
度
・
婦
人
三
人
程
度
（
大
卒
〈
見

込
み
を
含
む
〉
）
を
次
の
通
り
募
集
し

ま
す
。
【
受
験
資
格
】

　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
五
十

」
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
方
又
は
、
平
成
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込

み
の
方

【
受
付
期
間
】

　
六
月
十
九
日
ま
で

【
第
一
次
試
験
】

　
期
日
…
七
月
十
三
日
㈲

　
会
場
…
新
潟
市

　
試
験
内
容
…
教
養
試
験
、
性
格
検
査

　
【
第
二
次
試
験
】

　
期
日
…
八
月
二
十
四
日
㈲

　
　
　
　
八
月
二
十
六
～
二
十
九
日

「
教
材
費
に
役
立
て
て
」

　
　
「
学
校
の
教
材
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
　
上
原
清
善
さ
ん
（
沖
縄
市
在
住
・

七
十
六
歳
）
　
　
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
送
っ

て
き
て
く
れ
た
記
事
を
、
四
月
号
本
紙

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
一
日
、
そ
の
上
原
さ
ん
が

町
を
訪
れ
、
今
度
は
「
学
校
教
材
費
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
　
　
二
十
万
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を

学
校
教
材
費
に
役
立
て
る
べ
く
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

会
場
…
新
潟
市

試
験
内
容
…
論
文
試
験
、

　
　
　
　
　
身
体
検
査
、

　
　
　
　
　
面
接
試
験

【
身
体
基
準
】

性
格
検
査

体
力
検
査

項
目

男
子
警
察
官

婦
人
警
察
官

身
長

一
六
〇
茸
ル
以
上

一
五
五
簿
ル
以
上

体
重

四
七
難
以
上

四
五
難
以
上

胸
囲

七
八
背
ル
以
上

視
力
両
眼
と
も
裸
眼
で
○
・
六
以
上

又
は
、
矯
正
視
力
が
一
・
○
以
上

色
覚
正
常
で
あ
る
こ
と

聴
覚
正
常
で
あ
る
こ
と

関
節
等

職
務
遂
行
上
支
障
な
い
こ
と

　
【
受
験
申
込
書
な
ど
の
配
布
場
所
】

　
　
　
県
警
本
部
、
県
内
の
警
察
署
、
各

　
　
駐
在
所
で
配
布
し
ま
す
。

　
【
そ
の
他
】

　
　
詳
細
な
ど
、
お
間
い
合
わ
せ
は
、
県

　
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
へ
。

　
（
暦
〇
二
五
ー
二
八
四
ー
三
＝
三
）

と
、
　
一
十
万
円
を
寄
付

9．6．10⑫

右役
ん
助
さ
平
原
大
上



行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

日
時
6
月
2
2
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
所
町
総
合
セ
ン
タ
ー

φ｛ひψφψφψφψφψ

　
　
表
紙
　
の
　
写
真

　
五
月
十
三
日
、
橘
小
学
校
（
中
村
宏

校
長
・
児
童
数
百
三
十
三
人
）
で
、
同

校
体
育
館
脇
に
あ
る
学
校
田
の
田
植
え

作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
、
毎
年
五
年
生
の
学
級

（
黙

’
，
矯
汚

孫
，

小
わ
ビ

　
　
璽
贋

高
崎
正
風
選

天
明
の
隠
し
田
と
か
や
う
ど
の
花

飢
え
故
に
絶
え
し
村
と
か
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

嫁
ぐ
子
の
習
ひ
修
め
し
針
祭
る

◆
隠
し
田
の
昔
を
語
る
う
ど
の
花

◆

活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
“
”
朝
市
の
露
に
光
れ
る
苺
か
な

今
回
は
、
三
十
一
人
が
、
お
よ
そ
三
・

ニ
ア
ー
ル
の
ほ
場
に
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
が
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。

　
新
食
糧
法
の
も
と
、
ひ
と
き
わ
人
気

が
高
く
、
自
主
流
通
米
の
入
札
価
格
も

上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
、
漁
沼

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
入
札
価
格
が
下
降
し
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
　
「
冷
夏
に
な
る

の
で
は
」
と
心
配
さ
れ
て
い
る
な
か
、

さ
て
、
今
年
の
コ
メ
の
価
格
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
訂
　
正

　
五
月
十
日
号
の
広
報
か
わ
に
し
成
人

者
の
名
前
で
、
栄
町
・
丹
羽
優
子
さ
ん

が
丹
波
優
子
に
、
上
町
・
田
中
麻
理
さ

ん
が
田
中
麻
里
に
、
新
町
新
田
・
渡
貫

克
典
さ
ん
が
渡
邊
克
典
に
、
室
島
・
高

橋
完
享
さ
ん
が
高
橋
完
亨
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

”
た
ら
の
芽
の
十
円
引
い
て
売
ら
れ
け
り

ゆ
榊
道
普
請
終
り
て
よ
り
の
花
見
酒

ゆ

”
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

ひ
の
秩
父
路
の
若
葉
の
中
に
山
菜
摘
む

ψ

弱
　
　
　
　
　
　
府
中
市
　
喜
多
　
　
保

ゆ

”
菩
提
寺
の
父
の
法
事
の
新
茶
か
な

ひ
弱
父
母
眠
る
墓
の
ま
わ
り
の
す
み
れ
草

ゆ

”
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

ゆ
“
工
場
の
昼
の
サ
イ
レ
ン
ば
ら
真
赤

ゆ

輔
草
野
球
凡
打
ば
か
り
や
五
月
晴
れ

ゆ
弱
　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

ゆヘ一

手
み
や
げ
の
菓
子
折
り
解
き
て
夜
の
古
茶

弱
た
っ
ぷ
り
と
降
り
た
る
雨
や
花
し
ょ
う
ぶ

ゆ“”

　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

御
植
え
終
え
し
田
の
面
を
は
し
る
水
光
る

ゆ

”
初
咲
の
胡
瓜
の
花
に
蝶
の
来
し

ゆ“”

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

“”

部
屋
広
ぐ
ふ
す
ま
外
し
て
夏
近
し

㎜
老
二
人
春
炬
燵
ま
だ
部
屋
に
あ
り

へ”
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

…
六
条
植
え
田
植
機
に
乗
り
植
え
進
む

一
十
日
経
つ
冷
夏
の
稲
を
見
廻
り
ぬ

㎜
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

ゆ

弱
我
れ
若
き
田
打
ち
せ
し
頃
君
知
る
や

ゆ

”
畦
を
塗
る
鍬
の
光
り
の
ま
だ
寒
し

ゆ

“
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

ゆ

”
根
付
け
肥
貰
い
色
増
す
植
田
か
な

ゆ

㎜
田
植
終
え
心
地
よ
く
聞
く
雨
の
音

“”

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

肩
な
で
る
風
や
わ
ら
か
に
藤
の
花

即
売
の
野
菜
に
花
見
客
多
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

バ
ス
の
旅
蕗
の
灰
汁
手
に
付
け
し
ま
・

眠
き
目
に
贋
ア
カ
シ
ア
の
ど
こ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

園
児
等
の
遠
足
憂
う
春
の
雷

初
な
り
の
梅
の
実
又
も
数
へ
み
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

大
雷
の
天
地
揺
す
り
て
来
た
り
け
り

ふ
る
さ
と
に
生
き
長
ら
え
て
春
惜
む

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

庭
若
葉
緑
の
風
が
座
敷
ま
で

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

新
緑
の
古
刹
巡
り
の
信
州
路

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

杉
菜
生
ゆ
畦
に
置
き
た
る
田
植
笠

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

母
の
日
の
贈
り
物
と
し
山
の
湯
に

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

夕
月
を
宿
し
て
植
田
暮
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

陽
の
光
り
大
地
の
温
み
胡
瓜
も
ぐ

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

鉄
塔
の
出
で
夏
山
の
霜
晴
る
・

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

国
道
に
添
い
春
の
花
つ
づ
き
お
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
　
哲

夕
立
の
晴
れ
て
明
る
き
入
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

　
寸
　
評
　
　
　
　
　
　
正
　
風

・
天
明
の
　
　
年
貢
米
取
立
て
の
き
び
し
か

　っ

た
時
代
、
少
し
で
も
米
を
得
よ
う
と
し

た
当
時
の
百
姓
の
悲
し
い
知
恵
で
あ
っ
た

隠
し
田
も
、
今
は
荒
れ
果
て
て
面
影
も
な

い
と
い
う
、
昔
を
偲
ぶ
作
者
の
感
懐
で
あ

る
。
ま
た
天
明
の
世
は
末
曾
有
の
大
飢
饅

の
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
三
句

共
に
哀
れ
が
あ
る
。

・
朝
市
の
ー
「
光
れ
る
」
で
露
に
濡
れ
た

み
ず
み
ず
し
い
苺
の
よ
く
熟
れ
た
色
ま
で

も
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。

入
れ
歯
と
上
手
な
お
つ
き
あ
い

　
自
分
の
歯
を
失
う
と
、
た
と
え
入
れ

　
　
　
　
　
か

歯
を
し
て
も
噛
む
力
が
弱
く
な
り
ま
す
。

総
入
れ
歯
の
人
で
は
全
て
歯
が
そ
ろ
っ

て
い
る
人
に
比
べ
、
噛
む
力
は
五
分
の

一
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
自
分
の

歯
で
食
べ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ふ
つ
う
大
人
で
は
、
二
十
八
～
三
十

二
本
の
歯
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
年
を

と
る
に
従
い
抜
け
る
歯
も
多
く
な
り
ま

す
。
現
在
入
れ
歯
人
口
は
非
常
に
多
く
、

歯
を
失
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
の
五
十
暫

以
上
が
入
れ
歯
を
し
て
お
り
、
七
十
五

歳
以
上
で
は
九
十
暫
に
も
達
し
て
い
ま

す
。　
そ
ん
な
中
で
、
入
れ
歯
の
ト
ラ
ブ
ル

も
数
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ト

ラ
ブ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に
は
正
し
く

入
れ
歯
と
付
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

初
め
て
入
れ
歯
を
入
れ
た
時
は
、
口
の

中
に
な
じ
む
ま
で
、
違
和
感
や
食
物
の

昧
が
変
わ
っ
た
り
、
上
手
に
噛
め
な
か

っ
た
り
し
て
、
話
し
ず
ら
い
な
ど
の
症

状
が
出
ま
す
。
慣
れ
る
の
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
根
気
強
く
合
わ
せ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
抜
歯
後
す
ぐ
に
入
れ
歯
を
作

っ
た
場
合
、
今
ま
で
歯
を
支
え
て
い
た

骨
が
吸
収
さ
れ
歯
ぐ
き
の
形
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
安
定
す
る
ま
で
何

回
か
歯
科
医
に
通
っ
て
調
整
し
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
れ
歯
が
合
わ

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
自
分
で
入
れ
歯

を
け
ず
っ
た
り
曲
げ
た
り
し
た
り
し
な
蜀

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
・
　
　
留

入
れ
歯
は
毎
日
の
手
入
れ
が
大
切
で
鞠

す
．
自
分
の
歯
高
様
に
歯
ブ
ラ
シ
を
驕

か
け
、
食
物
の
カ
ス
や
汚
れ
を
落
し
て
麗

お
き
ま
し
ょ
う
．
ま
た
、
総
入
れ
歯
の
魁

鰍
纏
雛
難
鳶

ー
ゼ
な
ど
で
落
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

寝
る
前
に
は
入
れ
歯
を
は
ず
し
、
水
の

入
っ
た
容
器
に
入
れ
て
乾
燥
を
防
ぎ
ま

す
。
歯
ぐ
き
も
入
れ
歯
を
は
ず
す
こ
と

で
血
流
が
よ
く
な
り
、
丈
夫
に
な
り
ま

す
。　
歯
は
食
べ
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
ほ
ど
大
切
な
も
の
で
す
し
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
は
歯
を
く
い
し
ば
る
こ
と
で

十
分
な
力
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
が
健
康
を
維
持

し
た
り
、
よ
り
活
動
を
高
め
た
り
す
る

た
め
に
歯
は
と
て
も
大
切
な
も
の
な
の

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
》
　
　
　
O
レ
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、
巽
嚇
、
瀞

葛
蓄
き
き
葛
夢
φ
骸
笛
嵐

う
ぶ
声
f
お
す
こ
や
か
に

増
田

星
名

江
口

江
口

野
沢

押
木

あ
ゆ
み

歩
美

み
さ
き

美
咲

け
ん
ご

健
吾

は
る
な

春
菜

ま
　
　
お

真
生

ゆ
う
た

裕
太

ち秀文光千　一俊加克敬可
え　　　篤　　代　 津
み樹恵輝鶴　 美博子之子夫

元仁小野新室　　　　白　　町
　　　　　　　新町　田　倉　口　田　島

六
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

　
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂

災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い
生
命
や

財
産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
山
や
が
け
、
川
な
ど
で
お
か
し
な
点

を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
町
役
場
か
十

日
町
土
木
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
役
場
建
設
課
（
a
六
八
ー
三
一
一
一
）

　
十
日
町
土
木
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
昏
五
七
－
五
五
二
二
）

　
　
　
　
ひ
ろ
あ
き
　
明

中
村
　
浩
明
浩
子
坪

　
　
　
　
齢
し
ゃ
新
　
一

高
橋
　
ム
月
哉
　
　
　
伊

　
　
　
　
　
　
　
直
　
美

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　南
　
雲
　
喜
一
郎
　
田
中
町

　
池
田
恵
子

昇
天
f
ご
め
い
福
を
祈
る

清
水
　
松
次
62
（
松

小
幡
　
英
二
63
（
英
　
二
）
仁

数
藤
　
民
吉
7
9
（
司
　
郎
）
沖

根
津
吉
太
郎
81
（
吉
太
郎
）
原

小
林
奥
治
8
7
（
康

村
山
　
ヒ
サ
88
（
一

器霊器器器器器3器器器＝器器器器器器＝器器＝器＝器器器器＝器＝器＝＝＝＝器器器器＝器＝＝器

，

友山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
）
中
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
）
高
原
田

　
　
（
5
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

町
の
花
「
山
ゆ
り
」
乱
獲
さ
れ
る
！

　
昨
年
、
町
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事

業
で
植
栽
し
た
、
中
子
台
地
の
「
山
ゆ

り
」
が
不
心
得
者
に
よ
っ
て
一
部
乱
獲

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
花
「
山
ゆ
り
」
を
町
民
そ
ろ
っ

て
大
切
に
育
て
、
自
然
豊
か
な
町
に
す

る
た
め
に
、
　
「
山
ゆ
り
」
を
み
か
け
た

ら
、
大
切
に
保
護
す
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）

ぢ
い
さ
な
展
覧
窪

▲「たちばなの自然」

　6年生クラス共同作品

　
一
年
生
ク
ラ
ス
共
同
作
品

く
「
た
の
し
い
こ
い
の
ぼ
り
」

．
ー
ノ
「

＼
．

　霧纏鍵

繕
懸
、
、

　
　
整
、
，
蕾
●
糖
紛
遡
罐

五
年
生
田
口
　
　
憲
く
ん

く
「
布
を
生
か
し
て
」

6月15日富田医院（神明町）

　　　22　52－3269

　〃　中条病院（中条）

　　　22　57－3018
　22日田中外科医院（田中町）

　　　奮　52－2403

　29日池田医院（本町西）

　　　智　52－2581

　〃　津南病院（津南町）

　　　智　65－3161

7月6日国保診療所（高原田）
　　　（クリニック川西）

　　　費　68－2034

▲「ポケモンゲット」
　2年生村越俊介くん

八
橘
小
学
校
丁

9．5．10⑭

●休日救急医

〉
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
ホ
ウ
オ
ウ
」

四
年
生
村
越
隼
也
く
ん

〉
「
布
を
生
か
し
て
」

五
年
生
木
村
直
樹

・罵，
　9鳥レ
“
》

》
「
は
る
の
ふ
く
」

，
二
年
生
中
村
有
希

く
ん亀

騨
灘轟
　
　
　
　
ー

　
　
　
コ

　
　
　
豪

　
　
　
『

　
　
　
　
、

　
　
　
　
、

　
　
　
し

　
　
　
り
』

　
　
　
』

　
　
　
月
一

2
顔

。
劇

さ
ん

　　　　　　　　　載、　　　　券　　　轟　　　樽　　蟻，輩縫

▲「きれいなイカ」
　3年生藤巻健太くん

　（7月号は仙田小学校です）


